










氏 名 坂 本 隆
博士の専攻分野の名称 博士(工学)
学位記番号 第 10780 τEコ玉
学位授与年月日 平成 5 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
基礎工学研究科物理系専攻






















第 4 章~第 7 章では，対象断面内を運動する被写体(剛体)と剛体に対するモーションアーチファクトを扱うため
の準備を行った。剛体の運動は並進と回転に分けて考えられる。そこで第 4 章と第 5 章では並進運動を，第 6 章と
第 7 章では回転運動を扱った。また剛体は重みづけられた点源 (2 次元デルタ関数)の集まりとして表現できる O そ
こで第 4 章と第 6 章では点源に対する解析を行い，それぞれの解析結果を第 5 章と第 7 章において剛体へ拡張した。
その概要は次の通りである O





























3. 点源( 2 次元デ、ルタ関数)を被写体断層として想定し，点源が並進運動と原点中心の回転運動する場合について，
CT画像に生ずるぶれ(アーチファク卜)の性質を明らかにした。とくに CT画像中に描かれるぶれの形状が「サ
イクロイドJ と呼ばれる平面曲線であることを示し，計算機シミュレーションによってこれを検証した。
4. 対象断面内を運動する剛体を扱うために，剛体の運動を並進と回転に分けて考えた。点源に対する再構成画像を
「点拡がり関数」と見なし，運動する剛体の再構成画像を重み付けられた点拡がり関数の集まりとして表現した。
CT画像に生ずるぶれ像，とくに断層像が多重化するアーチファクト(ストロボスコープ像)について多重像の発
生位置とその数を明らかにした。
5. 並進と回転の合成により剛体の運動を表現し，合成運動を想定する断層撮影モデ、ルの点拡がり関数を決定し，画
像劣化の定式化を行った。また，ぶれ像やストロボスコーフ。像の解析と検証を行った。
以上，本論文では，動く被写体をX線CT装置で撮影したときに生ずるモーションアーチファクトについて理論的
に解析し，メカニズムを明らかにしたもので， X線CTの今後の適用範囲や設計原理を考えて行く上で，新しい知見
を提供したという点で学位論文としての価値が認められるO
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